
曖
聾

邦楽聖会

福田輝久 (尺八)

杵 屋 子 邦 (三味線
・唄)

助測林 美音子籐側

願問丹波 明

＼アは電1鑢
Akl「 a Ta m ba

東京オペラシテイ1

りИ タルホール

2016.10月 28日 [金]
19100開 演 (18:30開場)

入場料・全席自由:
―般4′ 000(当 日4′ 500)円

学生2,000円

●後援:社団法人日本作曲家協議会

日本現代音楽協会

刀レビオンアート株式会社

●協賛:サン テコール邦楽スタジオ

助成:アーツカウンシル東京
(公益財団法人東京都歴史文化財団)

●お問い合わせ 電話予約

03-5353-9999
(東京オペラシテイ チケットセンター )

03-3314-1083(邦 楽聖会福田)
交通案内:京王新線初台東回/

都営新宿線相互乗り入れ 新宿より2分

B2Fパーキンタ:山手道り/水道道路/甲州街道より入場

Program

聖調/阿字観/尺八

新砧/三味線

アルファ/宮川渉(初 )寅 )

音の干渉第十番 尺八、三味線、等の為の/丹波明m演 )

Shiho Kineva

Wata ru N/ rya kawa Masao Endo
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亀
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福田輝久 ヽruh sa Fukuda[尺 ノ入]

杵屋子邦 Shiho K neya[三 味線]

■邦楽聖会 Le Hougaku Hljiri Kal(grOupe des sages) ■丹 波 明 Akira b m ba[チ 際 聖会 顧問]

20002001年と和泉耕二作曲作品展がパリ、SALLE CORTOェ ∪NESCO SALLE Iに
て開かれた折、丹波明氏に出会う。氏については30代半ば同年代の作曲家等から聞かされて

いたのであるが  後になり氏の山荘が私の生まれ故郷長野県諏訪にあり、夏には我が家の近
所に度々訪れるなど、パリよりの出会いに因縁を感じつつ今日に至る音楽活動を共にさせて

いただいている。

上記公演の折フランス人尺八演奏家Danie L FERMANNと 彼のグループLa∨oe du Bambou

のメンバー達とも交流し始め、指導や共演を行つてきた。Lat y、 Montbrun、 会員のアトリエ

での尺八マスタークラス。彼らの尺八音楽に対する探求心、日本文化への憧憬には目を見張

る。東日本大震災の折も大変な心配やチヤリテイーコンサートも催し感謝にたえない。

2002年邦楽聖会を結成。丹波明氏を音楽監督に迎え尺八 三味線 争による三曲演奏グルー
プとし、
″
伝統と刷新

″
をテーマに伝統音楽の紹介をしつつ、現代の作曲家により創造され刷新

される作品を披歴。日本 フランスを中心に活動する。

現代作曲家作品は新旧含め、日enri PO∪ SSE∪ R′ 丹波明、篠原員、松永通温、浦田健次郎、杵

屋正邦、土居克行、遠藤雅夫、和泉耕二、金田潮兒、野平―郎 ,寺 lle陸 也、角篤紀、伴谷晃二、宮

川渉、各氏を採り上げている。

私たちの為協力を惜しまぬ多くの作曲家に感謝し、また聴衆の皆さまの応援を頂きこの活動

が継続する。

近況は2015年暮Rad o TeleViS oo S∪ iSSにて尺八本曲レコーディン父∪h musCe Ville

寸

作曲家。1932年生まれ。東京芸術大学作曲科卒業後、60年フ

ランス政府給費留学生としてパリ国立高等音楽院に入学じ

○ メシアンに師事。作曲で一等賞、楽曲分析で二等賞、りり

― ブーランジェ賞、ディヴォンヌ レ バン作曲賞等を受賞。

6467年 フランス国立放送研究所にて具体音楽研究に従事。
68年 フランス国立科学研究所哲学 (美学)科 に入り、98年主任

研究員に就任。70年以降、作曲、音楽学の2分野で活躍して

いる。作曲家としては多くの音楽祭で作品を発表。とくに20

年フランス国立放送により「丹波明の一日」が放送され、同年

オランダ現代音学祭では10作 品が演奏された。

CDと しては、ビアノ協奏曲《曼荼羅》、チエロ協奏曲《オリオ
ン〉などが収録された REMl1321、 弦楽四重奏曲《タサタ
ー》、電気ギター協奏 曲《エ リオー ドウ》等が収録 された

REM 311338があり、その一端を知ることができる。

音楽学の分野では、71年『能音楽の構造』によリソルボンヌ

大学より音楽博士号、日本翻訳家協会文化賞、84年『日本音

楽理論とその美学』により同大学よリフランス国家博士号を

授与される。
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〈演奏会のご案内〉

演奏会のご案内です。今月、 10月 28日 (金 )、 和泉耕二「銀の河/
星と修羅」～尺人と二味線のために～の委嘱作品初演をいたします。

公演タイトルおよび内容等については以下の通りです

(邦楽聖会/伝″ と融新 第 19回東京肉 孵
″貯 flθガ 28″ 〔金)19fθ θ″済

`18:3θ
脇射

場所 :東京オペジシティ ノテイタルホール像菫赫 夕台東月ノ

この演奏会は、日本有数の尺人奏者、福田輝久氏と二味線奏者、杵屋仔

邦氏を中心とする現代邦楽の会で、当日は京都在住の柳川三味線のスペシ

ャリス ト、林美音子氏も琴・唄で特別参加されます。

日頃、洋楽に慣れ親じむことの多い私たちですが、尺人が醸し出す孤高

で幽玄かつ ドラマティックな世界と、艶やかさ、雅さにおいて格別な表現

力をもつ三味線、琴の音に出会うことで、皆様に、日本の伝統楽器の良さ

をあらためて味わっていただけるものと思っております。

拙作品「銀の河/星 と修羅」についてですが、副題 〈星と修羅)と いう

言葉は、河合隼雄氏 (心理学者、元文化庁長官)からお借 りしたもので、

この言葉について河合氏は、おおよそですが次のように記されています。

〈賢治を理解するためには、賢治の星の側面と修羅の側面を知らなけれ

ばならない。で、星とは、賢治が星にまつわる童話、例えば「よだかの星」

「双子の星」「おきなぐさ」もちろん「銀河鉄道の夜」などを書いた人と

しての側面、「修羅」とは、賢治の言葉を借 りれば「大海の底に居り、闘

語を好む悪神である」という側面。私たちは、賢治について「透明感に浴

れたピュアな天の人」の側面だけで理解しがちだが、賢治をほんとうに理

解するためには、彼が「星」と「修羅」の両面を持ち合わせていることを

知らなければならない、その両面で見ないと賢治の深さに至らない)と。

拙作品「銀の河」は、この「星と修羅」が楽曲創造の源になっておりま

す。もし、お聴きいただけます場合、その際の参考にでもしていただけれ

ば大変嬉しく存じます。

和泉耕二


